
IUGONET‐IIのサイエンスターゲット

塩川和夫
名大STE研



物理学
・素粒子物理学（宇宙、天文）
 究極、基本原理の探求

・物性物理 ー 応用
・地球物理学 ー 応用

・地震、海洋、気象、気候
・超高層大気ー太陽地球系科学（人工衛星が飛翔する範囲）

 私たちの身の回りの現象を知り理解する学問

参考：朝永振一郎著 「物理学とは何だろうか」 上・下 岩波新書

STP分野の方向性
（１）新しい発見をもとめて（惑星計画、新しい機器開発など）
（２）発見された現象を理解するための努力

（Cluster, MMS, SCOPE/Xscale衛星、地上拠点の総合観測など)
（３）人類の役に立つ（ERG計画、CAWSES‐II、GPS測位など)



SCOSTEP（太陽地球系物理学・科学委員会）が実行してきた
国際協同研究プログラム

1976‐1979: IMS (International Magnetosphere Study)
国際磁気圏観測計画

1982‐1985: MAP (Middle Atmosphere Program) 
中層大気国際協同観測計画

1990‐1997: STEP (Solar‐Terrestrial Energy Program)
太陽地球系エネルギー国際協同研究計画

1998‐2002: Post‐STEP（S‐RAMP, PSMOS, EPIC, and ISCS)  
STEPの成果を継承する4プロジェクト群

2004‐2008: CAWSES (Climate and Weather of the Sun‐Earth System）
太陽地球系の気候と天気

2009‐2013: CAWSES‐II (Climate and Weather of the Sun‐Earth System‐II）
太陽地球系の気候と天気－ＩＩ

2014‐2018: VarSITI (Variability of the Sun and Its Terrestrial Impact)
太陽活動変動とその地球への影響
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VarSITIの４プロジェクト

太陽進化と極端現象
Solar Evolution and Extrema (SEE)
地球に影響を及ぼす太陽の短期変動に関する国際研究
International Study of Earth‐Affecting Solar Transients 
(ISEST/MiniMax24)
内部磁気圏における多圏間相互作用環境の理解と予測
Specification and Prediction of the Coupled Inner‐
Magnetospheric Environment (SPeCIMEN)
地球気候に対する太陽・中層大気・熱圏・電離圏の役割
Role Of the Sun and the Middle 
atmosphere/thermosphere/ionosphere In Climate 
(ROSMIC)





Gray et al. (Rev. Geophys., 2010) 
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CAWSES‐II TG4 Web siteより



Goncharenko et al. 
(GRL, 2010) 

Stratospheric sudden 
warming signature in 
the ionosphere 
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（１）太陽から地球までをつなぐ多種多様な観測データの新
しい組み合わせによる解析
 統合解析ツールの必要性

（２）これまで調べられていなかったパラメータに対して
・長期変動の解析

信頼できる長期観測データの取得
解析が容易な長期データベースの構築

○：周波数、ドップラーシフト、電磁場関係
△：光の強度、画像データ

・太陽フレアに対する応答の解析
プラズマの影響を除外して、紫外線による影響だけを
抽出することができる。
開始時間のはっきりしたstep functionなので、
応答が調べやすい。
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Gray et al. (Rev. Geophys., 2010) 



Solomon et al. (GRL, 2010) 



Oguti et al. (JGG, 1993) 
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Nagai et al. (JGR, 2005)

Solar MaxとSolar Minにおける
磁気圏尾部reconnectionの位置の
違い。

Geotail: 1992‐現在
Akebono: 1989‐現在
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Zhu and Ridley (JGR, 2014) 

Flare に対する超高層大気の
レスポンスのモデル計算



Gray et al. (Rev. Geophys., 2010) 
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